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開発したシステムを統合した遠隔介護支援サービスサイトの構築を進めています。この
サイトの利用、維持、管理などにご興味がございましたらご連絡下さい。

自然言語処理　特許情報処理　大規模言語モデル　言語生成　談話構造解析

■研究の概要 

企業の研究開発活動の成果である「発明」を特許として権利化するためには、それを特許出願して特許審査官に
よる審査を通過することが必要です。しかしながら、当該発明がいかに素晴らしい技術的な取り組みであったとして
も、知財的・技術的な全ての要件に適合する形で発明の内容を特許出願書類に記述することができなければ、特許
を受けることができません。そのために、先行特許の入念な調査、発明の技術的特徴の整理、適切なクレーム（請求
項）の作成、特許明細書の作成、特許出願書類の補正、といった特許出願における特許文書の読解と推敲に係る一
連のプロセスを着実に実行することが不可欠となります。特許文書は、技術的文書であると同時に、発明の権利範囲
を規定する一種の法的文書であるという二面性を備えていることが、このプロセスを複雑にする要因になっていま
す。そこで、本研究では、特許文書の読解と推敲を効率化するための支援システムの実現に向けて、様々な要素技術
を開発します。

大規模言語モデルや自然言語処理を活用して、特許を「読む」こと、「書く」こと、を支援するための要素技術を開発
しています。

1. 特許を「読む」ことの支援
　特許文書は独特の記述スタイルを持っており難解なことが多いですが、本研究では、特許の重要なポイントを整
理し、分かりやすくする技術を開発しました。

● 特許文書から発明の構成要件（発明の構成要素）を自動抽出し、発明がどのような技術で構成されているのかを
可視化。

● 特許文書のテキストに対して発明の「目的」・「問題」・「手段」・「効果」といったラベルを自動付与し、テキスト間の
因果関係や談話関係を推定することで、発明のポイントとなる科学知識を要約。

これらの技術により、特許の内容をより素早く正確に理解することが可能になります。

2. 特許を「書く」ことの支援
　特許を出願する際、発明の新規性や進歩性、産業上利用可能性を正しく伝えることが重要です。しかしながら、発
明の技術的な観点や特許の審査基準を考慮しながら特許文書を書くのは難しく、慎重な作業が求められます。本研
究では、特許文書の自動書き換え技術を開発し、特に、特許請求の範囲（特許の権利範囲を示す部分）の改善を支援
する ClaimBrush というシステムを構築しました。ClaimBrush は、特許審査で拒絶された特許文書と、審査を通過し
た特許文書の違いを学習し、より適切な表現へと自動で書き換える技術です。この技術を活用することで、特許が認
められやすい文章を効率よく作成でき、特許出願の成功率を高めることが期待できます。

　今後は、これらの要素技術を統合した知財実務における包括的な支援を行うAIアシスタントの構築を目指します。

■研究・技術のプロセス／研究事例
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■セールスポイント　　　　　　　　　　　　　　　本研究で開発した特許文書の自動読解・推敲支援技術により、企業
における先行技術調査、特許文書作成業務を効率化することが期待できます。また、特
許に限らず様々な知的財産権を対象とした情報処理にも取り組んでおり、知財実務の支
援に関する幅広い技術協力や研究相談が可能です。
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知財実務支援のための AI アシスタント

お問合せ先

産学公連携推進センター

corc@kit.ac.jp

作成日：2025年4月


